
 
公開研究会 

CEFR，CEFR 補遺版の仲介（媒介）活動と複⾔語・異⽂化間教育の接点 
―⽇本語と外国語― 

 
 
⽇時：2023 年 1 ⽉ 21 ⽇（⼟）14 時〜18 時 30 分 
場所：⼤分⼤学 旦野原キャンパス 教養教育棟 27 号教室 
＊参加者は各⾃，Zoom が使えるノートパソコン，スマートフォン等携帯端末を持参してください。 
＊新型コロナウイルスの感染状況次第では、オンライン開催になります。 
 
開催趣旨： 
CEFR の仲介活動は，2001 年版から 2018 年 CEFR 補遺版で概念そのものが⼤きく変
わった。また，CEFR 補遺版には，仲介活動と複⾔語・複⽂化能⼒の共通参照レベル
も新たに加えられた。厚⽣労働省の『就労場⾯で必要な⽇本語能⼒の⽬標設定ツー
ル』にもこの変更は部分的にすでに反映されている。現在，⽂化庁は「⽇本語教育の
参照枠」補遺版の検討中である。この公開研究会では，今後，このような取り組みを
さらに充実，発展させるにはどうすれば良いのかについて議論する。 
 
この公開研究会に参加して，「場」の共有をお互いの知⾒の共有につなげましょう。
それぞれの抱えている問題を語り合い，研究者，教育関係者の輪を拡げましょう。 
 
事前登録 
参加（対⾯）される⽅は，新型コロナウイルス感染対策のため以下のサイトにアクセスして事
前登録をしてください。参加は，無料です。 
https://forms.gle/kuWJo8WJ7unrkM7e6 
 
⼤分⼤学へのアクセス 
⼤分⼤学へのアクセスは，⼤学ホームページにある「交通アクセス」をご覧ください。つぎのサ
イトに，⼤学までの交通機関に関して詳しい情報が掲載されています。 
会場は「旦野原キャンパス」となります。 
https://www.oita-u.ac.jp/category/access.html 
 
研究会会場 
研究会会場は，旦野原キャンパスにある教養教育棟 27 号教室です。教養教育棟は，つぎのキャ
ンパスマップサイトにある 35 です。拡⼤表⽰ボタンをクリックしてご覧ください。ほぼ中央に
あります。35 の扉から⼊校し、1 階は⼊試課／学⽣・留学⽣⽀援課の事務室ですが，27 号教室
は 2 階にあります。 
https://www.oita-u.ac.jp/category/dannoharu_map.html 
 

プログラムは，つぎのページをご覧ください。 



 
プログラム 

 
 
14 : 00 

総合司会 ⻄島順⼦（⼤分⼤学） 
研究会司会 松井孝浩（⽂化庁国語課） 
 
第⼀部 CEFR，CEFR 補遺版の仲介（媒介）活動 
14 : 10 島⽥徳⼦（武蔵野⼤学）「『就労場⾯で必要な⽇本語能⼒の⽬標設定ツール』の

開発における「仲介」就労 Can do の検討について」 

14 : 35 松岡洋⼦（岩⼿⼤学）「災害時に求められる「仲介」とはー移⺠受け⼊れ社会の
仲介⼒を考える」            

15 : 00 ⻄⼭教⾏（京都⼤学）「CEFR(2001)と CEFR 補遺版（2020）における｢媒介・仲
介｣の展開について」                   

15 : 25  質疑応答           指定討論者 藤井久美⼦（宮崎⼤学） 

 
 
15 : 55 休憩（15 分） 
 
 
第⼆部 CEFR，CEFR 補遺版の複⾔語・異⽂化間教育 
16 : 10 ⼤⽊ 充（京都⼤学）「仲介活動と機械翻訳と複⾔語・異⽂化間教育」 
16 : 35 ⻄島順⼦（⼤分⼤学）「イタリアの⾔語教育政策に⾒られるイタリア固有の

plurilinguismo と CEFR の複⾔語主義」  
17 : 00 ⼩柴裕⼦（宮崎⼤学）「⽇本語学習者は社会的⾏為者(social agent)か」 
17 : 25  質疑応答           指定討論者 松永典⼦（九州⼤学） 
17 : 55 
 

 

開催実⾏委員 ⻄島順⼦，⻄⼭教⾏，⼤⽊ 充 

連絡先 y-nishijima@oita-u.ac.jp 

 
この公開研究会は，つぎの科学研究費助成事業の⼀環として⾏われます：⻄島順⼦「イタリアの複⾔語主義にもとづく
移⺠児童⽣徒への教育政策とその実態」（課題番号 21K00789）松岡洋⼦「移⺠受⼊れコミュニティにおける災害時コ
ミュニケーション構築の基盤研究」（22K00732）⼤⽊ 充「英語圏の外国語教育の⽬的・現状調査に基づく英語と連
携するフランス語教授法の構築」（19K00813 研究代表中村典⼦） ⻄⼭教⾏「『ヨーロッパ⾔語共通参照枠』に関す
る批判的⾔説の学説史的考察」（18H00688）松永典⼦「歴史学習・遠隔協働学習を通した平和共存のための⽇本語教
育研究」（22K00668）藤井久美⼦「新しい異⾔語間コミュニケーション・パラダイムの構築：「節英」論の国際⽐較研
究」（22K00822 研究代表⽊村護郎クリストフ） 


